
先
進
の
基
礎
研
究
と
レ
ー
ス
で
の

実
戦
開
発
が
裏
付
け
る
安
心
感

‘ 

ø   

３
ヶ
所
の
本
格
的
な
研
究
所
で
の
基
礎
研

究
と
先
端
技
術
の
開
発
。モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
活

動
な
ど
を
通
じ
て
常
に
最
先
端
の
製
品
開
発
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
活
動
の
す
べ
て
は
、
今
回
紹

介
す
る
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
シ
リ
ー
ズ
を
は
じ
め
と
す
る
市

販
製
品
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
の
だ

MotoGP

2006～2008年にはカワサキ レー
シングチーム、2009年から現在に
至るまではホンダLCRチームをス
ポンサードして、使用油脂類のテ
クニカルサポートを行なっている。
MotoGPを撤退したカワサキレー
シングチームではあるが、MotoGP
同様に欧州で人気のワールドスー
パーバイクにおいては、継続してス
ポンサードしている。

‘トタルが展開するのはTOTAL、elf、elf moto、FINA
の3ブランド。バイク用オイルは、エルフブランドでのみ展開
している

世界屈指の総合エネルギー企業であるトタル社が展開するブランドelf（エルフ）。
エンジンオイルからフォークオイル、クーラントとバイクに必要なリキッド類を
幅広くラインナップしており、今回はあらためてエルフとはどういったブランドか
を日本法人のトタル・ルブリカンツ・ジャパンにうかがった

[special thanks] トタル・ルブリカンツ・ジャパン 9http://www.elfmoto.jp

の魅力とは?
幅広いグレードと粘度バリエーションにより車輌、カスタム
度合い、走行条件、好みでオイルを選ぶことができる。
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ポ
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保
護
性
能

MOTO ELFダカールラリー

2003年から現在に至るまで、上位入
賞アマチュアライダーに対して≤Elf 
Trophy（エルフトロフィー）≥と称した表
彰を行ない、賞金も出している。さらに
冠スポンサーとして、参加者には車両状
態の維持と製品開発のため、各種潤滑
油を提供。ここで使用されるエンジンオ
イルをはじめ、ブレーキオイルやクーラン
トには、MOTOシリーズがそのまま使用
されているのだ。

1978～88年、エルフxから始まったプロジェ
クトは、ホンダからのエンジン供給により世
界初のセンターハブステアリングシステムを
搭載したエルフeで世界耐久選手権シリーズ
に参戦。やがて世界GPに舞台を移し、エル
フVでそのプロジェクトを完結した。ステアリ
ングシステムのパテントはその後ホンダに譲
渡され、VFRやNSRなどの市販車にも使用
され、現在でもVFRのアームにはエルフのロ
ゴが刻まれているのだ。

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
を
持
っ
た

人
な
ら

度
は
ど
こ
か
で
、〝
ｅ
ｌ
ｆ︵
エ

ル
フ
︶〟と
い
う
ロ
ゴ
を
目
に
し
た
こ
と
が

あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ど
ん
な
ブ
ラ
ン

ド
か
ま
で
を
把
握
し
て
い
る
人
は
意
外
と

少
な
か
っ
た
り
す
る
。
ま
ず
は
そ
の
あ
た

り
か
ら
紹
介
し
て
い
こ
う
。

エ
ル
フ
は
ト
タ
ル
社
が
展
開
す
る
１
ブ

ラ
ン
ド
で
あ
る
。
ト
タ
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス

を
拠
点
と
す
る
石
油
、
ガ
ス
、
石
油
化
学

な
ど
を
手
が
け
る
世
界
屈
指
の
総
合
エ
ネ

ル
ギ
ー
企
業
で
、
北
海
、
中
東
、
ア
フ
リ

カ
を
は
じ
め
、
世
界
42
ヶ
国
以
上
で
原
油
、

天
然
ガ
ス
の
採
掘
を
行
な
い
、
世
界
30
ヶ

所
の
精
製
プ
ラ
ン
ト
で
精
製
、
50
ヶ
所
に

及
ぶ
生
産
拠
点
を
持
っ
て
い
る
ス
ー
パ
ー

メ
ジ
ャ
ー
の

社
で
あ
る
。
販
売
拠
点
は

実
に
１
５
０
ヶ
国
以
上
に
上
り
、
本
国
フ

ラ
ン
ス
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
は
じ
め
、

世
界
に
１
万
７
０
０
０
ヶ
所
の
サ
ー
ビ
ス

ス
テ
ー
シ
ョ
ン︵
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
︶を

展
開
し
て
い
る
の
だ
。
原
油
の
採
掘
、
精

製
か
ら
製
品
化
ま
で

貫
し
て
で
き
る
世

界
屈
指
の
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
ゆ
え
、

商
品
の
開
発
、
新
し
い
技
術
の
導
入
を
含

め
、
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
り
な
が

ら
プ
ラ
イ
ス
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
製
品
を
ユ

ー
ザ
ー
の
手
元
に
届
け
る
こ
と
の
で
き
る

体
制
が
、
ト
タ
ル
さ
ら
に
エ
ル
フ
の
強
み

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ト
タ
ル
は
３
ヶ
所
の
本
格
的
な
研
究
所

で
の
基
礎
研
究
の
他
、
各
自
動
車
メ
ー
カ

ー
と
の
技
術
協
力
に
よ
る
製
品
開
発
、
さ

ら
に
、
多
く
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
の
技

術
開
発
や
Ｆ
１
、
Ｍ
ｏ
ｔ
ｏ
Ｇ
Ｐ
と
い
っ

た
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
通
じ
、
高
品
質
の
製
品
を
開
発
、

提
供
し
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
全
世
界

で
多
く
の
支
持
を
得
て
い
る
。

充
実
の
バ
イ
ク
マ
ニ
ア
向
け 

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
か
ら
フ
ォ
ー
ク
オ
イ

ル
、
ブ
レ
ー
キ
フ
ル
ー
ド
、
ク
ー
ラ
ン
ト

ま
で
、
幅
広
く
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
す
る
Ｍ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
シ
リ
ー
ズ
。
こ
こ
で
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
シ
リ

ー
ズ
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
、
ト
ッ
プ
レ

ン
ジ
で
あ
り
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
製
品
と
な

る
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
４
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ
は
、
レ
ー
ス
や

研
究
及
び
そ
の
革
新
に
よ
り
培
っ
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
ベ
ー
ス
に
レ
ー
ス
現
場
で
の
実
践

テ
ス
ト
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
開
発
。

そ
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
商
品
を
も
と
に
、

よ
り
使
い
易
い
よ
う
に
ス
ト
リ
ー
ト
向
け

に
、
モ
デ
ィ
フ
ァ
イ
し
た
の
が
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ

シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
バ
イ
ク
に
対
し
て
、

性
能
面
、
価
格
面
、
使
い
勝
手
、
粘
度
と

す
べ
て
が
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
の
オ
イ
ル
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
の

だ
が
、
車
輌
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
排
気
量
、

エ
ン
ジ
ン
レ
イ
ア
ウ
ト
、
方
向
性
が
あ
る

し
、
ラ
イ
ダ
ー
の
使
い
方
も
さ
ま
ざ
ま
な

の
で
難
し
い
話
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
幅

広
い
バ
イ
ク
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
、
よ
り

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
作
り
込
ま
れ
た
の
が
、

上
級
グ
レ
ー
ド
の
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
シ
リ
ー
ズ
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
。

２
０
０
４
年
の
シ
リ
ー
ズ
発
売
時
か
ら

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
か
な
り
広
く
、
多
く

の
商
品
が
用
意
さ
れ
て
い
た
が
、
性
能
グ

レ
ー
ド
、
粘
度
グ
レ
ー
ド
、
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
幅
広
く
用
意
す
る
こ
と
で
、
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
ユ
ー
ザ
ー
、
車
輌
、
乗
り
方

に
対
応
で
き
る
ま
さ
に
、
バ
イ
ク
マ
ニ
ア

向
け
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
だ
と
言
え
、
ま
た
、

近
年
の
車
両
の
高
性
能
化︵
高
出
力
、
大

排
気
量
化
︶、
お
よ
び
カ
ス
タ
ム
の
浸
透

に
よ
り
、
高
ま
る
オ
イ
ル
へ
の
要
求
性
能

と
、
環
境
対
策
と
し
て
触
媒
付
車
輌
へ
の

適
合
な
ど
も
考
慮
し
、
最
新
の
ベ
ー
ス
オ

イ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
添
加
剤
技
術
を
採

用
す
る
な
ど
、
車
輌
の
進
化
と
と
も
に
オ

イ
ル
も
進
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
安
心
で

き
る
。

納
得
、
安
心
し
て
選
び
た
い 

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル

読
者
諸
氏
も
ご
存
知
の
通
り
、
エ
ン
ジ

ン
を
動
か
す
た
め
に
は
、
燃
料
と
オ
イ
ル

が
必
要
な
の
だ
が
、
こ
こ
で
燃
料
と
オ
イ

ル
の
関
係
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
し
て

い
こ
う
。

燃
料
は
エ
ン
ジ
ン
内
で
燃
焼
し
、
エ
ン

ジ
ン
の
出
力
を
引
き
出
す
も
の
で
あ
り
、

も
と
も
と
の
エ
ン
ジ
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
１
０
０
％
と
し
た
場
合
、
使
用
す
る
燃

料
と
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
１
０
５

％
に
も
１
１
０
％
に
も
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

方
、
オ
イ
ル
は
、
エ
ン
ジ
ン
内
の

摩
擦
低
減
と
特
に
エ
ン
ジ
ン
保
護
を
目
的

と
し
、
そ
れ
は
オ
イ
ル
の
粘
性
＝
油
膜
形

成
力
＝
摩
擦
抵
抗
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
。
従
っ
て
オ
イ
ル
の
場
合
は
、
も
と
も

と
の
エ
ン
ジ
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
１
０

０
％
と
し
た
場
合
、
使
用
す
る
オ
イ
ル
の

粘
度
の
摩
擦
抵
抗
に
よ
り
、
95
％
や
90
％

と
い
っ
た
よ
う
に
下
が
る
こ
と
と
な
る
。

言
い
換
え
る
と
、
エ
ン
ジ
ン
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
下
が
っ
た
分
は
、
エ
ン
ジ
ン
の
保

護
性
能
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
の

だ
。
逆
に
１
０
０
％
に
近
づ
け
よ
う
と
摩

擦︵
粘
性
︶抵
抗
を
減
ら
し
て
い
く
と
、
そ

の
分
、
磨
耗
リ
ス
ク
が
増
し
て
い
く
こ
と

と
な
る
。

た
と
え
ば
、
国
際
レ
ー
ス
の
場
合
、
ガ

ソ
リ
ン
は

般
市
販
の
ガ
ソ
リ
ン
よ
り
も

燃
焼
効
率
が
良
い
レ
ー
ス
用
燃
料
を
使
う

こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
エ
ン
ジ
ン
パ
ワ
ー

を
引
き
出
し
て
い
る
。

方
、
オ
イ
ル
も

低
粘
度
オ
イ
ル
を
使
用
し
、
極
力
エ
ン
ジ

ン
抵
抗
を
減
ら
し
、
本
来
持
っ
て
い
る
エ

ン
ジ
ン
パ
ワ
ー
を
引
き
出
す
方
向
に
あ
る
。

し
か
し
、
な
ぜ
レ
ー
ス
用
エ
ン
ジ
ン
で

は
、
磨
耗
リ
ス
ク
を
取
っ
て
ま
で
摩
擦
抵

抗
を
減
ら
す
よ
う
低
粘
度
オ
イ
ル
を
使
用

す
る
の
か
？
そ
の
答
え
は
、
メ
カ
ニ
ッ
ク

が
エ
ン
ジ
ン
を
管
理
し
、

定
の
距
離
で

磨
耗
し
た
パ
ー
ツ
類
を
交
換
、
ま
た
は
、

エ
ン
ジ
ン
自
体
を
交
換
し
て
し
ま
う
か
ら

な
の
だ
。
し
か
し
、

般
使
用
に
お
い
て

は
、
そ
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
の
で
エ
ン

ジ
ン
自
体
を
長
期
間
保
護
す
る
た
め
に
、

適
正
な
粘
度
の
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
を
使
用

す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。

そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
オ
イ
ル
を
選
ぶ

べ
き
か
？
と
い
う
疑
問
が
持
ち
上
が
っ
て

く
る
の
だ
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
見
た
オ
イ
ル
メ
ー
カ
ー

な
ら
で
は
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。

﹁
ま
ず
、
オ
イ
ル
に
は
、
４
サ
イ
ク
ル
エ
ン

ジ
ン
オ
イ
ル
、
２
サ
イ
ク
ル
エ
ン
ジ
ン
オ
イ

ル
、
ギ
ア
オ
イ
ル
、
Ａ
Ｔ
Ｆ
、
Ｃ
Ｖ
Ｔ
Ｆ
、

油
圧
作
動
油
、
ブ
レ
ー
キ
フ
ル
ー
ド
⋮
な
ど

い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

４
サ
イ
ク
ル
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
に
関
し
て
説

明
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
４
輪
エ
ン
ジ
ン

と
２
輪
エ
ン
ジ
ン
で
は
、
求
め
ら
れ
る
性
能

が
異
な
っ
て
き
ま
す
。
４
輪
は
エ
ン
ジ
ン
と

駆
動
系
は
別
体
※
図
1
と
な
っ
て
お
り
、
エ

ン
ジ
ン
に
は
エ
ン
ジ
ン
保
護
と
摩
擦
軽
減

を
目
的
に
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
を
使
用
し
、

ギ
ア
に
は
、
エ
ン
ジ
ン
で
発
生
し
た
出
力

を
受
け
止
め
る
ギ
ア
の
歯
面
を
シ
ョ
ッ
ク

荷
重
か
ら
保
護
す
る
た
め
、
極
圧
性
に
す

ぐ
れ
た
ギ
ア
オ
イ
ル
が
使
用
さ
れ
る
な
ど
、

目
的
に
応
じ
た
性
能
を
持
つ
オ
イ
ル
が
そ

れ
ぞ
れ
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

方
、
２

輪
の
場
合
は
、
エ
ン
ジ
ン
、
ギ
ア
、
ク
ラ

ッ
チ
が

体
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
エ
ン

ジ
ン
の
保
護
と
摩
擦
軽
減
の
他
、
ギ
ア
の

歯
面
保
護
、
出
力
伝
達
ロ
ス
が
な
い
よ
う
、

適
正
な
摩
擦
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ

れ
る
ク
ラ
ッ
チ
性
能
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
要
求
性
能
を
１
つ
の
オ
イ
ル

で
こ
な
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
２
輪
用
オ
イ
ル
の
場
合
、
ギ
ア

な
ど
で
か
き
ま
ぜ
ら
れ
て
で
き
る
泡
の
発

生
の
抑
制
や
、
高
回
転
エ
ン
ジ
ン
、
ギ
ア
、

ク
ラ
ッ
チ
プ
レ
ー
ト
の
潤
滑
に
よ
る
せ
ん

断︵
オ
イ
ル
分
子
の
切
断
︶安
定
性
も
性
能

面
で
重
要
な
要
素
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

４
輪
と
２
輪
で
は
使
用
回
転
域
が
異
な
り
、

般
的
に
４
輪
エ
ン
ジ
ン
の
回
転
数
は
ｍ

ａ
ｘ
８
０
０
０
回
転
で
あ
る
の
に
対
し
、

２
輪
エ
ン
ジ
ン
の
場
合
、
１
万
６
０
０
０

回
転
回
る
エ
ン
ジ
ン
が
あ
る
な
ど
、
相
対

的
に
厳
し
い
使
用
条
件
と
言
え
ま
す
。

※
図
2４

輪
用

オ
イ
ル
の

場

合

は
、

近
年
の
省

燃
費
対
応

が
強
く
要

求
さ
れ
低

粘
度
・
低

摩
擦
化
の

最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
反
映
し
て

進
化
し
た
M
O
T
O
シ
リ
ー
ズ

142143

1967年にエルフブランドは創設され、その翌年の1968年にはF1、世界選
手権などさまざまなモータースポーツに活躍の場を広げる。その後、40年
以上にも及ぶレース活動の歴史において、多くの勝利に貢献したばかりで
なく、幾多の歴史的イノベーションにも参画してきた。これらのレース活動
で生み出された技術やアイデア、ノウハウは、余すことなくすべてのエル
フ製品に活かされているのだ。現在も二輪ロードレースの最高峰である
MotoGPをはじめ、ワールドスーパーバイク、ダカールラリー、全日本選手権、
鈴鹿8時間ロードレースをはじめとする世界耐久選手権に参戦する数多くの
チームをテクニカルサポートし、多くの勝利に貢献している。

エルフのレースの現場と直結した技術開発

二輪のエンジンオイルは、ギ
ア、クラッチを1つのオイルで
潤滑する。一方四輪は、エン
ジンはエンジンオイル、ギヤ
はギヤオイルが、それぞれ構
造上、求められる特性に適し
た性能を持つオイルが潤滑
する仕組みになっている

ギアボックス内を潤滑

4輪車のエンジン
ギアオイル

エンジン内を
潤滑

4輪車用
エンジンオイル

4輪車と2輪車の出力比較図2

図1

エンジン本体内部に
トランスミッション
やクラッチを持ち、同じオイルで潤滑

ボ ク 内 潤

4輪車 エン ン

2輪車のエンジン

内を
潤

4輪車用
エ ジ オイ

2輪車用
エンジンオイル

失敗しないオイル選びノウハウ

① JASOマークが表示されているオイル。
 その中でも「MA2」のものが主流。
② 粘度の選択をする。ヤマハ・カワサキ・スズキ車は 
 10W-40以上。ホンダ車は10W-30以上が基準となり 
 ますが、若干硬めの粘度（後ろの数値が高いオイル） 
 を選ぶことが好ましい。
③ グレードの選択は最低でも、部分合成油以上の使用 
 をおすすめします。
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ガソリン車用 燃料添加剤図5

傾
向
に
あ
り
、
２
輪
車
に
使
用
し
た
場
合

に
低
摩
擦
特
性
に
よ
る
ク
ラ
ッ
チ
の
滑
り

や
低
粘
度
性
に
よ
る
ギ
ア
耐
久
性
低
下
が

懸
念
さ
れ
、
ま
た
、
前
述
の
２
輪
車
独
特

の
要
求
性
能
を
満
た
す
た
め
、
近
年
で
は

エ
ル
フ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
シ
リ
ー
ズ
の
よ
う
に
２

輪
専
用
設
計
の
２
輪
専
用
オ
イ
ル
を
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
す
る
の
が

般
的
と
な
っ
て
い

ま
す
。

そ
れ
で
は
、
そ
の

オ
イ
ル
が
２
輪
専
用

か
ど
う
か
は
ど
の
よ

う
に
見
分
け
る
か
？

で
す
が
、
い
た
っ
て

簡
単
。
そ
の
よ
う
な

商
品
に
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｏ

マ
ー
ク
※
図
3
が
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ

Ａ
Ｓ
Ｏ
は
２
輪
車
用
４
サ
イ
ク
ル
エ
ン
ジ

ン
油
の
品
質
を
適
切
に
評
価
で
き
る
性
能

規
格
で
あ
り
、
規
格
取
得
油
に
は
Ｊ
Ａ
Ｓ

Ｏ
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
、
消
費
者
が
２
輪

用
４
サ
イ
ク
ル
エ
ン
ジ
ン
油
を
購
入
す
る

際
の
選
択
基
準
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
、
そ
の
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て
い

る
商
品
を
選
べ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
、
Ｊ
Ａ
Ｓ

Ｏ

：

Ｍ
Ａ
ま
た
は
、
そ
の
な
か
で
も
摩
擦

特
性
が
高
い
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｏ

：
Ｍ
Ａ
２
の
も
の

が
主
体
と
な
り
ま
す
。

次
に
、
粘
度
で
す
が
、
各
車
輌
の
取
扱

説
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
粘
度
を
基
準

に
、
車
輌
状
態
、
カ
ス
タ
ム
状
況
、
乗
り

方
、
乗
る
場
所
な
ど
も
踏
ま
え
た
う
え
で
、

不
測
の
事
態
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
若

干
硬
め
の
粘
度
を
選
ぶ
こ
と
が
好
ま
し
い

や
わ
ら
か
さ
を
優
先
さ
せ
る
よ
り
、

オ
イ
ル
の
劣
化
を
考
え
た
い

で
す
。
た
と
え
ば
、
10
ｗ-

40
が
基
準
と

な
っ
て
い
る
場
合
は
、
若
干
硬
め
の
15

ｗ-

50
や
10
ｗ
50
な
ど
、
と
く
に
後
ろ
の

数
値
が
高
い
オ
イ
ル
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
り

耐
熱
性
や
保
護
性
能
が
向
上
し
、
不
測
の

状
況
に
も
対
応
で
き
る
余
裕
も
生
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
最
後
に
オ
イ
ル
の
グ
レ
ー
ド

選
択
で
す
が
、
日
本
独
特
の
ス
ト
ッ
プ
＆

ゴ
ー
と
い
っ
た
オ
イ
ル
劣
化
し
や
す
い
市

街
地
な
ど
の
シ
ビ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
下

で
の
、
エ
ン
ジ
ン
保
護
を
考
慮
し
た
場
合
、

最
低
で
も
部
分
合
成
油
の
使
用
を
お
奨
め

し
ま
す
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
グ
レ
ー
ド
で
あ

る
鉱
物
油
の
場
合
は
耐
熱
性
が
低
く
、
酸

化
劣
化
や
粘
度
低
下
に
よ
る
磨
耗
防
止
性

能
の
低
下
や
不
純
物︵
カ
ー
ボ
ン
や
ス
ラ

ッ
ジ
な
ど
︶
の
生
成
に
よ
る
潤
滑
不
良
を

引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
、
と
く
に
シ

ビ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
下
で
エ
ン
ジ
ン
に

及
ぼ
す
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
グ
レ
ー
ド
の
高
い
全
化
学
合
成
油
で
あ

れ
ば
、
耐
熱
性
が
向
上
し
、
低
油
温
時
か

ら
高
油
温
時
ま
で
安
定
し
た
エ
ン
ジ
ン
保

護
性
能
を
発
揮
し
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
基

準
以
上
の
粘
度
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
、
耐
熱
性
、
エ
ン
ジ

ン
保
護
性
能
、
性
能
の
安
定
性
の
向
上
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

各
メ
ー
カ
ー
お
よ
び
各
車
輌
の
取
扱
説

明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
粘
度
、
グ
レ
ー

ド
よ
り
も
、
軟
ら
か
い
粘
度
や
下
の
グ
レ

ー
ド
を
選
ぶ
こ
と
は
、
そ
の
メ
ー
カ
ー
の

エ
ン
ジ
ン
設
計
コ
ン
セ
プ
ト
と
そ
の
使
用

想
定
か
ら
外
れ
る
こ
と
と
な
り
、
想
定
以

上
に
オ
イ
ル
の
劣
化
が
進
み
、
エ
ン
ジ
ン

の
磨
耗
促
進
や
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
、
長
期

的
に
は
、
主
に
磨
耗
を
起
因
と
す
る
、
い

わ
ゆ
る
エ
ン
ジ
ン
の
た
れ
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
し
た
モ
ノ
を

選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

昨
今
、
軟
ら
か
い
オ
イ
ル
は
、
フ
ィ
ー

リ
ン
グ
が
い
い
の
で
、
好
ん
で
使
用
す
る

ユ
ー
ザ
ー
も
い
ま
す
が
、
フ
ィ
ー
リ
ン
グ

が
よ
く
な
る
メ
リ
ッ
ト
と
同
時
に
磨
耗
促

進
の
リ
ス
ク
を
冒
し
、
さ
ら
に
オ
イ
ル
交

換
期
間
も
短
く
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
も
同
時
に
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
粘
度
表
記
の
製
品

で
あ
っ
て
も
、
製
品
に
よ
っ
て
フ
ィ
ー
リ

ン
グ
が
異
な
る
主
な
要
因
は
、
粘
度
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。
具
体
例
で
、
同

じ
10
ｗ-

40
の
オ
イ
ル
で
も
Ａ
は
Ｂ
よ
り

も
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
が
い
い
と
い
う
こ
と
を

聞
き
ま
す
が
、
そ
れ
は
粘
度
規
定
範
囲
※

図
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に
幅
が
あ
る
た
め
で
、
例
え
ば
10

ｗ-

30
に
近
い
10
ｗ-

40
と
10
ｗ-

50
に
近
い

10
ｗ-

40
で
は
、
流
動
性
粘
性
が
異
な
り

ま
す
の
で
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
に
差
が
出
て
く

る
の
で
す
。
レ
ス
ポ
ン
ス
の
善
し
悪
し
の

方
、
耐
熱
性
や
耐
久
性
に
か
ら
む
保
護

性
能
は
、
粘
度
が
軟
ら
か
け
れ
ば
低
く
、

硬
け
れ
ば
保
護
性
能
は
向
上
し
ま
す
﹂

さ
ら
に
詳
細
に
説
明
し
て
い
た
だ
く
こ

と
も
で
き
る
が
、
総
括
す
る
と〝
オ
イ
ル

は
エ
ン
ジ
ン
を
保
護
す
る
こ
と
が
目
的
〟

で
あ
り
、
エ
ン
ジ
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

向
上
は
燃
料

に
よ
っ
て
行

な
う
べ
き
で

あ
る
と
い
う

こ
と
だ
。
も

ち
ろ
ん
エ
ン

ジ
ン
オ
イ
ル

で
も
見
か
け

上
、
エ
ン
ジ

ン
出
力
の
向

上
は
図
れ
る

が
、
そ
の
場
合
は
同
時
に
リ
ス
ク
を
負
う

と
い
う
こ
と
を
理
解
し
よ
う
。

ま
た
、
粘
度
の
軟
ら
か
い
オ
イ
ル
は
硬

い
オ
イ
ル
よ
り
も
熱
影
響
を
受
け
や
す
い

た
め
、
当
然
の
ご
と
く
、
オ
イ
ル
劣
化
速

度
は
早
ま
る
。
も
ち
ろ
ん
、
車
輌
、
カ
ス

タ
ム
度
合
い
、
乗
り
方
、
乗
る
場
所
に
よ

っ
て
も
個
人
差
が
あ
り
、
ま
た
、
オ
イ
ル

グ
レ
ー
ド
に
よ
っ
て
も
差
異
は
あ
る
が
、

た
と
え
ば
、
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
オ
イ
ル

交
換
目
安
で
、
３
０
０
０
㎞
毎
ま
た
は
半

年
ご
と
の
オ
イ
ル
交
換
規
準
は
、
す
べ
て

に
平
等
に
当
て
は
ま
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
れ
を
基
準
に
し
て
、
使
用
す
る
オ
イ
ル

や
使
用
条
件
に
よ
っ
て
は
早
く
交
換
す
る

必
要
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

エ
ル
フ
オ
イ
ル
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る

ト
タ
ル
社
で
は
、

般
市
販
燃
料
か
ら
Ｆ

１
や
Ｍ
ｏ
ｔ
ｏ
Ｇ
Ｐ
な
ど
の
レ
ー
ス
用
燃

料
の
開
発
・
供
給
を
行
な
っ
て
お
り
、
レ

ー
ス
用
燃
料
な
ど
で
も
使
用
さ
れ
る
清
浄

剤
や
オ
ク
タ
ン
ブ
ー
ス
タ
ー
な
ど
の
燃
料

添
加
剤
※
図
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も
展
開
し
て
い
る
。
と
く

に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
に
は
清
浄
剤
が

添
加
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー

使
用
車
に
は
定
期
的
な
エ
ン
ジ
ン
洗
浄
を

行
な
う
こ
と
に
よ
り
吸
気
バ
ル
ブ
や
イ
ン

ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
の
カ
ー
ボ
ン
、
ス
ラ
ッ

ジ
な
ど
の
不
純
物
の
除
去
に
よ
る
エ
ン
ジ

ン
性
能
の
改
善
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、

高
回
転
エ
ン
ジ
ン
で
、

般
道
中
心
の
使

用
の
場
合
は
、
カ
ー
ボ
ン
や
ス
ラ
ッ
ジ
が

エ
ン
ジ
ン
内
に
た
ま
り
や
す
く
な
る
た
め
、

や
は
り
定
期
的
な
清
浄
添
加
剤
の
使
用
に

よ
り
、
エ
ン
ジ
ン
性
能
を
キ
ー
プ
し
て
い

き
た
い
。
オ
ク
タ
ン
ブ
ー
ス
タ
ー
は
、
夏

場
の
ノ
ッ
キ
ン
グ︵
燃
焼
異
常
︶に
よ
る
出

力
低
下
や
ダ
メ
ー
ジ
防
止
の
た
め
添
加
す

る
こ
と
に
よ
り
、
燃
焼
の
安
定
化
や
ト
ル

ク
ア
ッ
プ
な
ど
エ
ン
ジ
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
の
改
善
や
向
上
を
ね
ら
う
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
オ
イ
ル
交
換
の
際
は
、
燃
焼
系

統
も
同
時
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
お
勧
め
し

た
い
。﹁
最
後
に
、
企
業
規
模
は
広
告
な

ど
で
目
に
す
る
以
上
に
、
そ
の
会
社
の
品

質
レ
ベ
ル
や
開
発
力
、
信
頼
性
を
示
す
尺

度
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
信
頼
あ

る
メ
ー
カ
ー
の
製
品
を
選
ぶ
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
・
ル
ー
ア
ン
の
自

社
工
場
で
製
造
さ
れ
た
工
場
直
送
の
密
閉

状
態
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
オ
イ
ル
を
体
感
し

て
く
だ
さ
い
﹂。
と
、
今
後
の
オ
イ
ル
選

び
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
、
燃
料
添
加
剤

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
い
た
。

オクタン
ブースター

コンプリートエンジンクリーナー

インジェクター
クリーナー

●オクタン価アップ。
●燃焼改善剤配合。
●燃焼室内を清浄
 にキ プ。

●ハイパワ エンジン
の保護。

最適オイル検索、評価・コメント、 など実施中!

elfモバイルサイト

携帯アドレス http://www.elfmoto-lub.jp←QRコードを読み取ってください。

プレゼントキャンペーン モニターキャンペーン
144

SAE番号が大きくなるほど粘度が高い（硬い）
ことを意味します

20 30 40 50 60

4 205 6 7 8 9 10 30 40
100℃時の
動粘度（cSt）

SAE番号

SAEエンジンオイル粘度分類（高温粘度）図4

ガソリン車用 燃料添加剤図5

●新発想 新開発！ 摩擦軽減剤配合で摩擦 摩耗
 を軽減。

●エンジン内を強力にクリ ンアップ。
●カ ボン デポジットの生成 堆積を防ぐキ プ
 クリ ン性能。 ●燃焼効率向上剤配合。

●フュ エルラインを強力洗浄。
●カ ボン デポジットの生成 堆積を防ぐキ プクリ ン性能。
●キャブレタ にも使用可能。

図3
JASOマーク付き二輪車
専用設計オイルはラベル
裏面を見て確認しよう


